
2011(平成23年)
No.66

市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　35,241人(-44)

男　　16,852人(-29)

女　　18,389人(-15)

世帯数　13,235世帯(+5)

平成23年5月1日現在
( )内は前月比

2～6 ･･････議会だより
7・8 ･･････市長日記・まちのわだい
9～11･････保健センター情報

子育て支援センターから
12・13････病院コーナー・人権コーナー
14～19････みんなの掲示板

相談・募集のコーナー
20～25････お知らせのコーナー
26 ････････織田家宇陀松山藩をたどる

【内　容】

晴天の中で行われた「第6回宇陀市長杯ゲートボール大会」の様子
［5月16日：室生運動場開催］（関連記事は、まちのわだい8ページをご覧ください。）
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さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節

と
な
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
去
る
５
月
１３

日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
同
時
に
、
そ
の
任

務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
、
そ
の
使
命

達
成
と
よ
り
開
か
れ
た
議
会

と
な
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

去
る
３
月
１１
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
未
曾

有
の
災
害
と
な
り
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
へ
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
切
に
願

い
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
で

き
る
こ
と
を
真
摯
に
進
め
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
対

す
る
国
家
支
援
や
、
日
本
経

済
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
よ

り
、
今
後
の
国
の
情
勢
や
、

経
済
、
施
策
内
容
な
ど
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
市
は
、

行
財
政
改
革
の
更
な
る
遂
行

に
向
け
て
、
従
来
の
慣
例
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ

り
一
層
の
創
意
工
夫
と
努
力

を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
、
安
全
安
心
に

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
議
会
の

権
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
議
員

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
市
議
会
活
動
に

よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と

い

た

し

ま

す
。

山本良治副議長

中山一夫議長

議
　
長

中
山
一
夫

副
議
長

山
本
良
治

監
査
委
員

小
林
一
三

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

上
田

副
委
員
長

橋
重
明

委
員

峠
谷
安
寛
、
大
澤
正
昭
、

多
田
與
四
朗
、
山
本
繁
博

◎
常
任
委
員
会

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

委
員
長

大
澤
正
昭

副
委
員
長

多
田
與
四
朗

委
員

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、

堀
田
米
造

【
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長

峠
谷
安
寛

副
委
員
長

井
谷
憲
司

委
員

上
田

、
中
山
一
夫
、

山
本
新
悟

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
員
長

山
本
繁
博

副
委
員
長

小
林
一
三

委
員

山
本
良
治
、
井
戸
本
進
、

橋
重
明
、

◎
特
別
委
員
会

【
市
立
病
院
建
設
・
運
営
特
別
委
員

会
】

委
員
長

多
田
與
四
朗

副
委
員
長

井
谷
憲
司

委
員

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、

堀
田
米
造
、
山
本
良
治
、

峠
谷
安
寛
、
大
澤
正
昭
、

山
本
繁
博
、
小
林
一
三
　

【
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
】

委
員
長

高
見
省
次

副
委
員
長

上
田

委
員

勝
井
太
郎
、
井
谷
憲
司
、

大
澤
正
昭
、
井
戸
本
進
、

中
山
一
夫
、
山
本
新
悟

【
美
榛
苑
経
営
特
別
委
員
会
】

委
員
長

堀
田
米
造

副
委
員
長

井
戸
本
進

委
員

高
見
省
次
、
峠
谷
安
寛
、

多
田
與
四
朗
、
山
本
新
悟
、

橋
重
明
、
小
林
一
三

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委
員
長

井
谷
憲
司

副
委
員
長

井
戸
本
進

委
員

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、

堀
田
米
造
、
上
田

、

峠
谷
安
寛
、

橋
重
明
、

小
林
一
三

◎
各
種
機
関
の
役
職

【
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
】

井
谷
憲
司
、
山
本
良
治
、
多
田
與

四
朗
、
山
本
繁
博
、
山
本
新
悟

【
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
】

勝
井
太
郎
、
峠
谷
安
寛
、
大
澤
正

昭
、
井
戸
本
進
、
多
田
與
四
朗
、

山
本
繁
博
、

橋
重
明
、
小
林

一
三

【
東
宇
陀
環
境
衛
生
組
合
】

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、
上

田

、
山
本
新
悟

【
宇
陀
広
域
消
防
組
合
】

勝
井
太
郎
、
堀
田
米
造
、
上

田

、
山
本
良
治
、
峠
谷
安
寛
、

大
澤
正
昭
、
中
山
一
夫
、
多
田
與

四
朗
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平
成
２３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
２５
日
ま
で
の

１９
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
の
当
初
予
算
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
２２
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
緊

急
総
合
経
済
対
策
に
対
応
す
る
も

の
で
、
宇
陀
市
の
地
域
活
性
化
交

付
金
の
変
更
等
と
、
今
年
度
限
り

実
施
す
る
早
期
退
職
制
度
の
適
用

に
よ
る
所
要
の
措
置
お
よ
び
各
事

業
の
執
行
確
定
に
よ
る
額
変
更
に

よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
７，
８

８
７
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
１
９，
６
８
４，
８
３
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
の
地
域
活
性

化
交
付
金
事
業
、
市
立
病
院
建
設

出
資
金
な
ど
は
、
平
成
２３
年
度
へ

繰
り
越
し
執
行
さ
れ
ま
す
。

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、「
奈
良
県

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収
管

理
組
合
」
に
お
い
て
実
施
し
て
い

る
貸
付
金
回
収
が
、
回
収
不
能
と

判
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
措
置
な

ど
を
行
い
、
回
収
管
理
組
合
か
ら

の
返
戻
金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，
７
６
９

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
４

６
６，
９
４
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
市
債
利

息
の
確
定
に
よ
り
一
般
会
計
繰
入

金
及
び
市
債
償
還
金
利
子
の
減
額

を
行
う
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，
９
２
６

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１

７
７，
９
３
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
東
里
診

療
所
に
併
設
す
る
医
師
宿
舎
の
屋

根
等
の
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
等

の
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，
５
０
０

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１

５
０，
１
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
給
付
費

に
関
し
て
、
国
・
県
・
支
払
基
金

に
対
し
て
精
算
を
行
い
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
へ
積
立
金
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１，
１
０

４
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

２，
９
９
２，
３
０
２
千
円
と
し
ま
し

た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
経
費
の

縮
減
、
委
託
料
入
札
執
行
に
よ
る

額
の
確
定
、
市
債
償
還
利
子
等
の

確
定
に
よ
り
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５，
６
９

８
千
円
減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
７

３
２，
６
４
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
宇
陀
川

流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
、
市
債

償
還
金
利
子
確
定
に
よ
る
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６，
６
８
３

千
円
減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
８
３

９，
６
３
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
債
の
限
度
額
を
２
２
０，

５
０
０
千
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

◆
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
は
、
予
算
第
２
条

に
定
め
る
業
務
予
定
量
の
補
正
及

び
同
予
算
第
３
条
収
益
的
収
入
及

び
支
出
の
補
正
で
、
補
正
後
の
収

益
的
収
支
予
算
総
額
は
３
４
２，
０

０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
か
ら
の
平
成
２２
年
度

納
付
金
９，
０
０
０
千
円
を
収
益
的

収
入
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

◆
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
は
、
入
院
患
者
数

の
減
に
よ
る
収
益
の
減
少
と
、
一

般
会
計
が
病
院
事
業
に
対
し
て
繰

出
し
す
べ
き
金
額
が
確
定
し
た
こ

と
、
及
び
病
院
建
設
事
業
の
基
礎

工
事
に
関
連
し
て
井
戸
水
の
取
水

を
停
止
し
、
上
水
道
に
全
面
切
替

え
し
た
こ
と
に
よ
る
水
道
料
金
の

増
額
と
、
原
油
高
の
影
響
に
よ
る

燃
料
費
増
に
よ
る
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。

病
院
事
業
収
益
及
び
病
院
事
業

費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３，
４
６
８，
０

０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
病
院
の

建
替
え
に
伴
い
電
話
交
換
機
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
病

院
と
の
内
線
通
話
で
き
な
く
な
る

た
め
、
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
施
設
内

の
電
話
交
換
機
も
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
も
の
で
す
。
補
正
後
の
予
算
総

額
は
、
資
本
的
収
入
４，
５
８
２
千

円
、
資
本
的
支
出
５
９，
１
０
０
千

円
と
し
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
榛
原
小

鹿
野
地
区
の
舗
装
復
旧
工
事
を
施

工
す
る
も
の
で
す
。

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
資
本

的
収
入
１
３
３，
４
９
８
千
円
、
資

本
的
支
出
２
５
４，
１
０
０
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎
平
成
２３
年
度
当
初
予
算
◎

平
成
２３
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
審
議

を
行
う
た
め
、
３
月
１７
日
か
ら
２

日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
９
名
の
委
員
構
成
）
を
開
催
し
て

審
議
し
ま
し
た
。
３
月
２５
日
の
本

議
会
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
に
よ
る
審
査
結
果
の
報
告

の
後
、
平
成
２３
年
度
各
会
計
予
算

に
つ
い
て
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
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◆
人
事
関
係
◆

◆
条
例
・
規
則
の
改
正
な
ど
◆

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
俊
幸
氏
（
室
生
大
野
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
野
孝
久
氏
（
桜
井
市
阿
部
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
２３
年
６
月
３０
日
に
任
期
満

了
に
な
る
３
名
の
委
員
に
つ
い
て
、

次
の
方
々
を
委
員
と
し
て
選
任
し

ま
し
た
。

清
水
惠
美
子
氏
（
菟
田
野
松
井
）

松
平
三
千
代
氏
（
室
生
）

山
本
博
章
氏
（
室
生
深
野
）

◆
平
成
２３
年
３
月
３１
日
地
域
自
治

区
の
設
置
期
間
が
満
了
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
自
治
区
に
設
置
し

て
い
る
地
域
事
務
所
に
つ
い
て
も

設
置
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

４
月
１
日
か
ら
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
地
域
事
務
所
を
設
置
す
る
た

め
条
例
の
制
定
を
行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

総
務
部
の
事
務
分
掌
の
見
直
し

を
行
い
、
財
務
部
の
名
称
を
企
画

財
政
部
に
変
更
す
る
ほ
か
、
そ
れ

に
伴
う
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

上
位
法
の
法
改
正
に
よ
り
、
地

方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
一

定
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
育

児
休
業
お
よ
び
部
分
休
暇
等
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
と
育

児
・
介
護
の
両
立
を
図
る
観
点
か

ら
、
ま
た
、
民
間
と
の
均
衡
も
考

慮
し
、
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

等
を
取
得
で
き
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

平
成
２３
年
４
月
１
日
に
、
老
人

保
健
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
２３
年
度
以
降
に
係
る
宇
陀

市
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
（
医
療
分
）、
後
期
高
齢
者
支
援

分
お
よ
び
介
護
分
の
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

◇
課
税
限
度
額
◇
　
　
　
　
　

○
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）

５０
万
円（
改
正
後
）
４７
万
円（
改
正
前
）

○
後
期
高
齢
者
支
援
分

１３
万
円（
改
正
後
）
１２
万
円（
改
正
前
）

○
介
護
分

１０
万
円（
改
正
後
）
９
万
円（
改
正
前
）

こ
の
条
例
は
、
平
成
２３
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
農
業
支
援
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

宇
陀
市
に
お
け
る
農
地
及
び
土

地
改
良
施
設
の
機
能
を
適
正
に
発

揮
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
並
び
に

農
地
の
利
用
を
促
進
し
、
農
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
基
金
を
設
置

し
運
用
す
る
よ
う
条
例
の
制
定
を

行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
母
子
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

母
子
医
療
費
助
成
事
業
に
お
け

る
助
成
の
対
象
を
父
子
ま
で
拡
大

す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、
平
成
２３

年
８
月
診
療
分
よ
り
父
子
家
庭
ま

で
医
療
費
助
成
事
業
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

助
成
対
象
の
拡
大
と
条
例
名
称

の
変
更
（
母
子
医
療
費
助
成
条
例

→

宇
陀
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
条
例
）
を
行
う
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

入
院
に
係
る
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
平
成

２３
年
４
月
１
日
以
後
に
係
る
医
療

費
の
助
成
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

を
「
ゼ
ロ
歳
か
ら
小
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
」
を
「
ゼ
ロ
歳
か
ら
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
」
と
変
更

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
老
人
医
療
費
助
成
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

奈
良
県
の
福
祉
医
療
制
度
の
改

正
に
よ
り
平
成
１７
年
７
月
３１
日
に

廃
止
さ
れ
、
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
経
過
措
置
期
間
が
、
平
成
２２

年
７
月
３１
日
に
満
了
し
、
対
象
者

が
い
な
く
な
っ
た
た
め
こ
の
条
例

を
廃
止
し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

県
外
で
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
福
祉
医
療
の
助
成
を
受
け
て
い

た
者
が
、
県
内
に
転
入
し
て
奈
良

県
が
療
育
手
帳
を
交
付
す
る
ま
で

の
期
間
、
心
身
障
害
者
医
療
費
の

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を

解
消
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
に

つ
い
て
、
現
行
の
経
過
措
置
の
期

間
終
了
後
も
引
き
続
き
同
額
を
支

給
す
る
よ
う
健
康
保
険
法
施
行
令

が
、
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
の
改
定
を
行
い

ま
し
た
。

○
出
産
育
児
一
時
金
　

３９
万
円

次
の
２
件
の
意
見
書
を
採
択
し
、

関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

・
若
者
の
雇
用
対
策
の
更
な
る
充

実
を
求
め
る
意
見
書

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

◆
意
見
書
に
つ
い
て
◆

平
成
２３
年
３
月
３１
日
に
て
指
定

管
理
の
期
限
が
終
了
す
る
、
公
民

館
や
集
会
所
な
ど
の
市
内
に
あ
る

多
く
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
等
を
審
議
し
、
４
月
１

日
以
降
に
指
定
管
理
す
る
指
定
管

理
者
を
決
定

し
ま
し
た
。

◆
公
の
施
設
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
◆

◆
字
の
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

現
大
宇
陀
小
学
校
の
新
築
工
事

に
伴
い
、
移
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
「
宇
陀
市
阿
騎
野
農
産
物
加
工

場
」
が
、
利
便
性
、
鮮
度
、
高
栄

養
価
な
野
菜
が
搬
入
で
き
る
立
地

性
を
考
慮
し
廃
校
と
な
っ
た
守
道

小
学
校
に
移
設
す
る
た
め
、
所
要

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
２３
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。



子
育
て
支
援
策
の
改
善
状

況
に
つ
い
て

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
は
、
平
成
１７
年
度
か
ら

１０
年
計
画
で
あ
り
、
平
成
２２
年

度
か
ら
後
期
計
画
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
施
策
の
改
善
状

況
は
、
小
児
科
夜
間
応
急
診
療

体
制
と
し
て
、
こ
ど
も
救
急
電

話
相
談
や
休
日
夜
間
応
急
診
療

所
の
周
知
強
化
お
よ
び
小
児
救

急
に
関
す
る
事
項
を
、
市
内
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
す

る
、
新
生
児
訪
問
、
育
児
教
室

等
健
診
な
ど
で
、
資
料
配
布
や

周
知
を
し
て
い
る
。
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付
方

式
で
の
要
望
は
、
県
に
対
し
て

そ
の
主
旨
を
継
続
し
て
働
き
か

け
て
い
く
。

宇
陀
市
地
域
情
報
化
計
画

の
策
定
状
況

現
在
、
各
所
属
部
署
に
て

計
画
を
立
て
る
た
め
の
基

礎
資
料
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

市
民
の
方
々
が
望
む
情
報
化
の

住
み
や
す
さ
や
便
利
さ
、
快
適

さ
、
安
全
・
安
心
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
も
の
の
構
築
を
し
て

い
き
た
い
。
今
年
度
中
に
は
、

庁
内
で
情
報
化
の
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

榛
原
駅
周
辺
・
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
い
て

榛
原
駅
前
広
場
の
整
備

は
、
駅
舎
お
よ
び
駅
前
広

場
の
快
適
性
の
向
上
、
公
共
交

通
利
用
者
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性

と
安
全
性
の
向
上
、
駅
前
の
商
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紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

店
街
の
活
性
化
並
び
に
駅
前
か

ら
観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
る
場

所
と
し
て
整
備
を
し
た
。

次
の
方
向
性
と
し
て
、
駅
前

商
店
街
へ
の
誘
導
を
図
る
よ

う
、
道
路
・
街
路
等
の
整
備
や

観
光
発
信
、
特
産
品
販
売
、
交

流
場
所
づ
く
り
な
ど
活
性
化
に

な
る
施
策
を
関
係
者
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

道
徳
教
育
は
、
児
童
・
生

徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性

を
配
慮
し
、
各
学
校
で
全
体
計

画
を
策
定
し
て
、
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
各
学
校

で
の
集
団
宿
泊
体
験
や
自
然
体

験
、
中
学
生
に
よ
る
職
場
体
験
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
生
産
活

動
な
ど
、
積
極
的
に
豊
か
な
経

験
を
通
じ
て
道
徳
心
を
育
ん
で

い
る
。

今
後
と
も
、
地
域
社
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
道
徳
心
、
徳

目
を
醸
成
す
る
教
育
進
め
る
よ

う
に
考
え
、
創
意
を
工
夫
し
た

道
徳
教
育
の
推
進
に
努
め
た

い
。

平
成
２３
年
度
当
初
予
算
案

と
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

事
業
の
絶
対
な
る
必
要
性

と
将
来
性
の
見
直
し
、
財
政
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
な
財
源
の

担
保
な
ど
、
担
当
部
局
へ
指
示

し
て
い
る
。
宇
陀
市
は
交
付
税

に
頼
る
財
政
運
営
で
あ
る
が
、

大
災
害
等
に
よ
り
国
の
情
勢
は

変
化
し
て
お
り
、
今
後
も
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
改
革

を
行
い
な
が
ら
財
源
確
保
を
行

う
一
方
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
活
性
化
を
推
進
し
な
が

ら
予
算
執
行
を
行
っ
て
い
く
。

予
算
編
成
か
ら
、
予
算
執

行
、
決
算
ま
で
を
一
連
の

流
れ
に
し
、
管
理
す
る
こ

と
に
つ
い
て

市
の
行
政
予
算
に
つ
い

て
、
平
成
２３
年
度
か
ら

「
予
算
案
の
姿
」
と
題
し
て
、

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
予
算
を
め

ざ
し
、
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
事
業
、

新
規
事
業
、
重
要
政
策
な
ど
、

見
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
工

夫
を
し
て
公
表
し
て
い
る
。
今

後
は
、
市
民
の
意
見
や
、
先
進

自
治
体
な
ど
を
研
究
し
て
、
改

善
等
努
力
し
て
い
く
。

総
合
計
画
の
改
定
に
つ
い

て総
合
計
画
は
、
宇
陀
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
市
の

方
向
性
を
示
す
一
つ
に
指
針
と

考
え
、
総
合
計
画
の
検
証
と
見

直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
そ

の
情
勢
が
変
化
し
て
も
、
そ
の

方
向
付
け
や
社
会
経
済
情
勢
を

考
慮
し
て
、
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
実
施
、
検
討
し
て
い
く
。

救
急
業
務
に
つ
い
て

市
立
病
院
の
規
模
か
ら
考

え
、
一
施
設
で
３
６
５
日

救
急
体
制
を
し
く
の
は
困
難
で

あ
り
、
隣
接
す
る
病
院
と
輪
番

体
制
を
と
り
、
そ
の
対
応
を
行

っ
て
い
る
。
宇
陀
広
域
消
防
の

年
間
救
急
搬
送
件
数
は
約
１
９

０
０
件
で
あ
り
、
市
立
病
院
の

受
け
入
れ
は
約
３０
％
に
な
る
。

輪
番
日
以
外
や
専
門
医
で
な
い

場
合
に
、
救
急
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
今
後

は
、
病
院
運
営
・
経
営
面
を
考

慮
し
な
が
ら
医
師
確
保
に
努

め
、
地
域
医
療
の
向
上
、
救
急

医
療
の
充
実
を
目
指
す
。
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◆
そ
の
他
◆

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

平
成
２２
年
８
月
２１
日
午
前
７
時

３０
分
頃
、
榛
原
内
市
道
あ
か
ね
台

２
丁
目
１
号
線
路
上
に
て
発
生
し

た
、
道
路
敷
設
設
備
の
故
障
に
よ

る
市
民
の
転
倒
事
故
及
び
、
平
成

２２
年
１１
月
９
日
午
前
１０
時
３０
分
頃
、

榛
原
内
市
道
上
井
足
６
号
線
で
の
、

道
路
陥
没
に
よ
る
事
故
、
こ
の
２

件
に
つ
い
て
、
相
手
方
と
和
解
し

損
害
賠
償
額
を
決
定
し
ま
し
た
。



市
長
が
目
指
す
改
革
と
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て市
の
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
人
口
の
流
出
の
抑
制
、

定
住
促
進
、
少
子
対
策
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
課
題
に
取
り
組
む

た
め
、
子
育
て
支
援
で
は
、
入

院
医
療
費
の
無
料
化
充
実
、
予

防
接
種
の
助
成
措
置
、
一
部
医

療
助
成
の
所
得
制
限
等
の
撤

廃
、
定
住
促
進
で
は
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
な
ど
の
定
住
奨
励

制
度
や
結
婚
支
援
事
業
の
創

設
、
教
育
の
充
実
、
農
業
産
業

の
振
興
等
を
進
め
て
い
る
。

学
校
統
合
後
の
廃
校
施
設

の
活
用
及
び
管
理
に
つ
い

て廃
校
と
な
っ
た
校
舎
の
教

育
財
産
か
ら
普
通
財
産
に

移
管
す
る
事
務
の
完
了
後
、
公

有
地
事
業
化
検
討
委
員
会
に

て
、
地
域
の
声
を
反
映
で
き
る

よ
う
な
活
用
方
法
や
民
間
活
力

な
ど
視
野
に
い
れ
検
討
さ
れ
て

い
く
。
廃
校
後
そ
の
施
設
が
、

再
活
用
さ
れ
る
間
は
、
担
当
課

に
お
い
て
、
巡
回
の
強
化
な
ど

行
い
、
そ
の
施
設
で
の
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
、
安
全
管
理
に

努
め
て
い
き
た
い
。

行
政
運
営
の
障
が
い
の
改

善
に
向
け
て

行
政
運
営
の
障
が
い
と
し

て
、
職
員
の
不
適
切
な
発

言
や
対
応
に
よ
る
も
の
が
あ

る
。
市
行
政
運
営
と
し
て
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
常
に
考

え
て
お
り
、
本
庁
１
階
に
は
総

合
窓
口
を
創
設
し
、
窓
口
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
目
指
し
て
い

る
。
市
民
と
の
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
積
極
的
な
姿
勢
で

対
応
で
き
る
職
員
像
の
創
造
を

目
指
す
。

戸
籍
・
住
民
票
の
不
正
取

得
を
防
止
す
る
た
め
の

「
本
人
通
知
制
度
」
の
導

入
に
つ
い
て

「
本
人
通
知
制
度
」
に
つ

い
て
は
、
実
施
方
法
等
現

在
検
討
中
で
あ
り
、
県
内
外
の

先
進
自
治
体
か
ら
情
報
を
得

て
、
導
入
や
運
営
に
関
す
る
問

題
点
な
ど
、
関
連
自
治
体
と
連

携
・
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

国
・
県
の
補
助
事
業
、
支

援
事
業
の
扱
い
に
つ
い
て

改
革
だ
け
で
な
く
、
宇
陀

市
と
し
て
本
当
に
必
要
な

事
業
は
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
地
域
の
方
が
安

心
し
て
住
め
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
も
常
に
考
え
て
い
る
。
補

助
事
業
や
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
の
方
々
の
意
見
を
も

っ
と
取
り
入
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
の
必
要
性
も
感
じ
て

お
り
、
関
係
各
所
と
精
査
を
し

て
、
今
後
の
扱
い
を
考
え
て
い

き
た
い
。

宇
陀
市
立
病
院
の
進
捗
と

経
営
方
針
に
つ
い
て

新
病
院
建
設
事
業
は
、
昨

年
６
月
か
ら
本
格
的
に
工

事
に
着
手
し
、
仮
設
駐
車
場
や

駐
輪
場
な
ど
の
設
置
、
ま
た
、

イ
ン
フ
ラ
の
切
替
な
ど
を
行

い
、
基
礎
工
事
後
、
昨
年
１１
月

か
ら
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
設
置

し
、
１
階
か
ら
順
次
躯
体

く

た

い

工
事

に
入
り
、
３
月
時
点
で
は
３
階

部
分
ま
で
進
ん
で
お
り
、
進
捗

率
は
２
月
末
現
在
で
１５
・
５
％

で
あ
る
。
市
立
病
院
は
宇
陀
地

域
の
公
的
病
院
と
し
て
、
地
域

医
療
を
担
い
、
市
民
の
健
康
を

守
り
、
今
以
上
に
市
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
経
営
を
進
め
て

い
き
た
い
。

宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
施

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
継
続
事
業
並
び
に
、
竹

内
市
長
就
任
後
示
さ
れ
た

新
規
事
業
を
今
後
の
地
域

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
推

進
し
、
活
か
し
て
い
く
の

か
、
市
長
の
方
針
を
問
う

人
口
流
出
は
進
み
、
市
の

規
模
・
勢
い
の
縮
小
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
市
と
し
て
地
域

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
あ
る
が
更
に
調

査
研
究
し
た
い
。

今
年
度
は
、
重
点
施
策
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設

立
促
進
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
応

援
補
助
金
、
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
の
創
設
、
定
住
促
進
支
援
事

業
、
宇
陀
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
見
直
し
、
人
権
を
尊

重
し
た
宇
陀
市
づ
く
り
な
ど
を

計
画
し
て
お
り
、
当
市
の
自
力

で
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

精
一
杯
取
り
組
み
た
い
。

宇
陀
市
が
抱
え
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
の
諸
課
題
に
つ

い
て

総
合
計
画
で
は
、
市
民
と

協
働
に
よ
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
の
機
会
と
し

て
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

組
織
の
設
置
を
検
討
す
る
と
し

て
お
り
、
ま
た
、「
地
域
力
の

再
生
」
で
は
、
自
治
会
構
成
員

の
高
齢
化
な
ど
、
地
域
の
組
織

が
抱
え
る
課
題
や
問
題
点
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
地
域
性
を

尊
重
し
な
が
ら
地
域
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

役
を
行
う
な
ど
総
合
的
な
協

働
・
支
援
策
を
目
指
す
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
地

域
性
と
各
種
団
体
の
性
格
を
調

整
し
地
域
協
議
会
の
立
ち
上
げ

を
行
い
た
い
。

井
之
谷
土
地
区
画
整
理
事

業
の
井
之
谷
土
地
区
画
整

理
組
合
及
び
関
係
企
業
と

の
間
で
起
き
て
い
る
訴
訟

事
案
に
つ
い
て

榛
原
駅
北
西
に
位
置
す
る

住
宅
区
域
の
保
留
地
処
分

の
計
画
に
つ
い
て
、
旧
町
時
に

交
わ
し
た
覚
書
の
内
容
に
よ

り
、
昨
年
８
月
に
施
行
体
が
宇

陀
市
に
対
し
て
損
害
賠
償
訴
訟

を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
３

月
下
旬
の
判
決
に
よ
り
、
今
後

の
対
応
を
考
え
た
い
。
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5月9日、宇陀市の内牧地区連合自治会より
義援金とともに、久保田綾音さんから心温まる
メッセージ「小学校から帰ってきた時に東北で
おきた大地震があった事が分かりました。ニュ
ースで、津波が陸におしよせてくるのを見てい
るとぞっとしてこわくなりました。被災された
皆様、色々大変な事は、あると思います。たす
けあいがんばって下さい。応えんしています。」
（一部抜粋）が届けられ、竹内幹郎市長が受け
取りました。
また、同11日、「国際交流を進め

る会」の代表の方から、今年23回
目の交流となるホームステイ先の
アメリカオハイオ州　クリーブラ
ンド　ホーケンスクールの学生か
らのメッセージが届けられました。
メッセージは、画用紙に日の丸

が書かれてあり、「WE  ARE  ALL  ONE み
んな　ひとつ」というメッセージとともに、ア
メリカ赤十字を通じて寄付された学生の名前が
寄せ書きにされたものです。
竹内市長は、「被災地支援のため気仙沼市に

向かう市職員にメッセージを託し、被災地にお
届けします。」と、言葉をかけられました。
皆さんの温かいメッセージが、被災者の方々

に届きますように。

宇
陀
市
の
風
景
も
農
家
の
田
植
え

が
終
わ
り
、
豊
か
に
水
を
た
た
え
た

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
東

日
本
の
大
震
災
が
自
然
の
脅
威
を
伝

え
る
一
方
で
、
自
然
の
恵
み
を
受
け

て
稲
が
育
っ
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
で
は
前
月
よ
り
、
被
災
地

支
援
の
た
め
に
市
職
員
を
気
仙
沼
市

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
後
予
想
さ
れ
る
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
な
ど
の
自
然
の
脅
威

か
ら
、
市
民
の
方
々
を
ど
の
よ
う
に

守
る
か
、
ま
た
、
行
政
の
義
務
と
責

任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
管
理
方
法
）
が
問
わ
れ

ま
す
。

宇
陀
市
と
し
て
行
政
事
務
を
し
て

い
る
中
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

市
民
が
受
け
る
被
災
に
対
す
る
行
政

と
し
て
の
支
援
は
ど
こ
ま
で
で
き
る

の
か
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
を
ど

の
よ
う
に
運
用
す
べ
き
か
、
調
査
研

究
し
、
市
民
の
命
・

財
産
を
守
る
最
善
の

方
法
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
の
定
住
促
進

や
ま
ち
づ
く
り
応
援

補
助
金
事
業
な
ど
に
、

市
民
の
方
々
の
多
く
の
関
心
が
あ
り
、

少
し
で
も
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
と

い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

６
月
は
、
宇
陀
市
議
会
第
２
回
定

例
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
議
長

の
下
で
、
宇
陀
市
の
行
政
施
策
に
議

員
か
ら
の
ご
意
見
を
い
だ
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
宇
陀
市
は
ま
だ
ま
だ
、

改
革
改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
方
で
は
し
っ
か
り
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
一

つ
ず
つ
解
決
し
て
、
宇
陀
市
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
、
改
め
て
思
う
と

こ
ろ
で
す
。

宇
陀
市
の
素
晴
ら
し
い
環
境
や
楽

し
め
る
地
域
づ
く
り
を
、
も
っ
と
全

国
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
み

ん
な
で
高
原
の
文
化
都
市
、
夏
の
風

薫
る
宇
陀
市
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。東大寺の大和茶の献茶式（5月3日）

三十八神社御造営式典（5月4日）

※個人・団体の皆様からお預かりした義援金、市の口座に振り込まれた義援金は、市ホームページと「うだチャン11」
でお知らせしています。ご覧ください。
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5月8日、鳥見山公園で「鳥見山つつじ祭り」
（榛原観光協会主催）を開催、家族連れやハイ
キングの人たちで賑わいました。
山とハイカーの安全祈願の後、新緑と早咲き

つつじ、ぼたん桜に囲まれた大自然の中、和太
鼓や高校生の吹奏楽演奏、宝探しゲームなど多
彩なイベントが行われました。
また、模擬店

のほか、復興応
援として東北地
域物産展も行わ
れました。

4月12日、居酒屋「三二」（榛原福地）をご
利用の方々から、市にモジュール式車いす1台
と折りたたみ式車いす2台が寄贈されました。
この車いすは、お店を利用してくださる皆

さんが協力して集めたお金で購入してくださ
ったものです。
皆さんの役に立ち、形に残るものがよいの

ではと相談して、車
いすを購入してく
ださったそうです。
市では、市役所

や福祉施設などに
設置し有効活用さ
せていただきます。

「犬の能力を生かし、農林産物に被害を及ぼす
野生動物を追い払うことができないか」との発想
から、参加者を募集し、三重県名張市と共同で立
ち上げた宇陀・名張地域鳥獣害防止広域対策協議
会から、三重碇

いかり

警察犬訓練所へ訓練の指導をお
願いしました。
飼い主が、昨年10月末から今年の3月までの5

カ月間に渡り、訓練士から指導を受けて基礎的な
服従訓練を始め、害獣を追い払う訓練、リードを
放した状態で制御する実地訓練などの訓練を実施
し、条件をクリアした4頭を宇陀市から追い払い
犬として認定しました。
昨年度の3頭と併せ認定犬は7頭となっていま

す。また、4月12日には、名張市の認定犬の飼い

主も加わった「モンキードッグ倶楽部」が発足し、
飼い主みずから効果の検証や技能向上、市民啓発
に取り組んでいきます。
［平成22年度認定犬の主な活動地域］

室生龍口、室生三本松、室生向渕

「第4回宇陀シティマラソン」における、大
会にともなう必要経費などを差し引かせていた
だいた金額の384，792円を、東北地方太平洋沖
地震の義援金として充てさせていただきまし
た。
義援金は、日本赤十字社を通じて被災地の

方々のために役立てていただきます。ご理解と
ご協力、ありがとうございました。
なお、第5回大会開催に向けて皆様方のご支

援の程、よろしくお願い申し上げます。
［宇陀シティマラソン実行委員一同］

晴天となった5月16日、室生運動場で
「宇陀市長杯ゲートボール大会」が開催さ
れ、36チームで熱戦が繰り広げられました。
選手たちは、真剣に競技に取り組んでい

ました。ゲートボールを通じて、健康づく
り、仲間づくりの輪を広げてください。
なお、大会の結果は次のとおりです。
優　勝 伊那佐（榛原）
準優勝 栗　谷（榛原）
3 位 長　瀬（室生）
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　　6月の保健カレンダー

［全地域対象］

【問い合わせ】
○室生福祉保健交流センター

192‐5220
IP188‐9175

○大宇陀保健センター
183‐2255
IP188‐9113

◎たまごクラス（母親教室）
「妊娠中や産後の生活」について、交流しな

がら楽しく学びませんか。
日時・内容 ①7月1日（金） 妊娠中の日常生
活、お口のケア、妊婦体操、絵本について
②7月7日（木） 妊娠中・産後の食生活と調理
実習　③7月16日（土） 沐浴実習、先輩マ
マ・パパの体験談
※時間は、午後1時30分～4時です。
（②のみ午前9時30分～午後0時30分）
場所 室生福祉保健交流センター
対象 妊娠8カ月までの妊婦と配偶者
持ち物 母子健康手帳、筆記用具、②はエプロ
ン、三角きん、手拭きタオル

◎たまひよサロン
妊婦の方と産後間もない新米ママを対象にし

た交流会です。気軽にご参加ください。
※妊娠中の方はどなたでもご参加いただけます。
日時・内容 6月3日（金）
【午後1時30分～3時30分】
5月のひよこクラス（育児教室）参加者ＯＢ会
【午後1時30分～3時30分】
妊婦の方と新米ママ・赤ちゃん交流会
場所 菟田野保健センター
持ち物 母子健康手帳、筆記用具
【申し込み】たまごクラス・たまひよサロンの
申し込みは、室生福祉保健交流センターまた
は、大宇陀保健センターへ

◎はつらつ料理教室
初めての方や男性の参加もお待ちしていま

す。
日時・場所
【室生福祉保健交流センター】①7月12日（火）
②8月4日（木）③9月1日（木）④10月6日（木）

【大宇陀保健センター】①7月22日（金）②8月
18日（木）③9月9日（金）④10月14日（金）

※時間は、午前10時～午後1時です。
（受付：午前9時30分～10時）
対象　市内在住の65歳以上の一人暮らしおよ
び65歳以上の高齢者世帯の方（要介護認定
を受けていない方で、できるだけ続けて参加
できる方）
持ち物 エプロン、三角きん、手ふき、筆記用
具
参加費 300円（材料代）
定員 20名程度
※送迎・開催場所に関しては、申込時に確認さ
せていただきます。
申し込み 室生福祉保健交流センターまたは、
大宇陀保健センターへ

◎ぬく森サロン
日時 6月1日（水）・8日（水）・15日（水）午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受けていない高齢者
内容 ☆うさぎのちぎり絵　☆腰痛・膝痛サラバNO1
持ち物 めがね、はさみ
問い合わせ 室生福祉保健交流センターへ

◎さらっとヘルシー教室
5回シリーズで生活習慣病予防の講話と調理

実習を行います。楽しくお料理しながら、ご自
身の食生活を見直してみませんか。
日時・内容
①6月16日（木）バランスの良い食生活
②7月20日（水）体脂肪を減らす食生活
③9月13日（火）薄味習慣の食生活
④10月19日（水）動脈硬化を予防する食生活
⑤11月25日（金）ビタミン・食物繊維と食生
活
※時間は、午前10時～午後1時です。
（受付：午前9時30分～10時）
場所　①②③室生福祉保健交流センター

④⑤大宇陀保健センター
持ち物 エプロン・三角きん、筆記用具
参加費 300円（材料費）
定員 20名
申し込み
①は6月10日（金）までに、②は7月13日（水）
までに室生福祉保健交流センターまたは、大
宇陀保健センターへ
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対象地域

大宇陀
菟田野

三種混合（DPT）

日本脳炎

17日（金） 生後3カ月～90カ月未満の児

生後36カ月～90カ月未満の児14日（火）
28日（火）

大宇陀
保健センター

榛原
保健センター

午後1時～
　1時50分

榛　原
室　生

三種混合（DPT）

日本脳炎

15日（水） 生後3カ月～90カ月未満の児

生後36カ月～90カ月未満の児6日（月）・7日（火）
20日（月）・21日（火）

種類 実施日 対象者 場所 受付時間

対象地域 健診名 実施日 対象者 受付時間場所

榛　原
室　生

大宇陀
菟田野

10～11カ月児
健康診査

4～5カ月児健康診査

2歳児歯科健康診査

4～5カ月児健康診査

24日（金）

27日（月）

28日（火）

29日（水）

平成22年7月～
　　8月生れの児
平成23年1月～
　2月生れの児

平成21年3月～
5月生れの児

平成23年1月～
2月生れの児

午後1時30分～
　　　2時30分

午後1時～
　　　1時50分

室生福祉保健
　　交流センター

大宇陀
　　保健センター10～11カ月児

健康診査
29日（水） 平成22年7月～

8月生れの児
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4月17日に「第4回健康ウォーキング大会」を
菟田野地域で開催、子どもからお年寄りまで約
140人の参加がありました。
この大会は、生活習慣病やメタボリックシンド

ローム予防のため、健康うだ21計画の「運動を
始める人を増やす」ことを目標に実施しました。
ボランティアからウォーキング経路の見どころ

説明、健康運動指導士による準備体操と「正しい
ウォーキングのコツ」の実技指導、その後8.0㎞
コースと3.5㎞コースに分かれてウォーキングを
しました。また、ストレッチ体操や、体の歪みを
作らないための体の動かし方についての話と実技
がありました。
この日の体験を通して参加者は歩くことの楽し

さ、生活習慣病予防のための運動の大切さ等健康
づくりへの関心を深められたことでしょう。
なお、ウォーキング大会の際にご協力いただき

ました、東日本大震災義援金5,159円は、日本赤
十字社を通じて被災地にお届けします。ご協力あ
りがとうございました。

☆「健康うだ　ウォーキングマップ」（今回の
ウォーキングコースも掲載）をご希望の方は下
記にお問い合わせください。
【問い合わせ】
室生福祉保健交流センター（192‐5220／
I P1 88‐9175）、大宇陀保健センター
（183‐2255／IP188‐9113）

昨年7月に臓器移植法が改正されました。この改正により、本人の意
思が不明でも遺族が同意すれば臓器提供が可能となり、以前には認めら
れていなかった15歳未満の人からの臓器提供も可能とされました。
病気と戦いながら移植を待っておられる命を少しでも多く救うために

は、臓器移植をもっと多くの人に知っていただく必要があります。
臓器を提供する意思を示す方法の一つに、臓器提供意思表示カードが

あります。カードは、市町村役場や保健所、運転免許センターやコンビ
ニエンスストア等に設置していますので、ぜひ一度手にとって、臓器移
植について考えるきっかけにしてみてください。 ［奈良県医師会］臓器提供意思表示カード
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子育て支援センター（184‐9925）

各地域の保育園（所）の支援室で、遊
びや交流の場を提供します。
子育てについての情報交換や親子のふ

れあいを楽しみましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
開催日・場所　表参照
開催時間 午前10時～11時30分
申し込み 不要

子育てをしている家族が、自由
に遊べるように施設を開放します。
親子でゆったり遊んだり、みん

なでおしゃべりをして気分転換を
しましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
場所 子育て支援センター
申し込み 不要
★お話の日★
（毎週火曜日〔21日は休み〕 午前11時～11時30分）
★リズムの日★
（毎週木曜日　午前11時～11時30分）
★保健相談日★
（毎月第3水曜日　午前10時～11時30分）

�q���˜�x���Z���^�[�u�•�›�•�›�v
月 火 水 木 金

1
つどいの広場
（大宇陀幼児園）

2

♪リズムの日

3

6 7

☆お話の日

8
つどいの広場
（室生保育所）

9

♪リズムの日

10

13 14

☆お話の日

15
つどいの広場
（榛原北保育園）

16

♪リズムの日

17

20
支援センターの
開放はお休みです。

21
支援センターの
開放はお休みです。

22
つどいの広場
（菟田野保育園）

23

♪リズムの日

24

27 28

☆お話の日

29 30

♪リズムの日

子育てに疲れたり、不安を感じたりしていま
せんか。子どものことばが遅い、発達がゆっく
りしているなど、気がかりなことがでてきた時

に、一緒に楽しく学んだり遊んだりして子ども
たちの育ちを応援します。

福祉課（182‐2236/IP188‐9080）

子育てをする中で、不安なことや心配
なことはありませんか？
どんな小さなことでも、お気軽にご相

談ください。
※電話でも相談を受け付けております。

開催日 時間 内容 指導者［開催場所］
7月6日（水） 午前10時～ 発達障害について学ぼう（ペアレント・トレーニングってなに？） 「ポップコーン」楠本伸枝氏［大宇陀保健センター］
7月27日（水）午後2時30分～ 一緒に遊ぼう（リトミック・交流会） 作業療法士・保育士［室生福祉保健交流センター］
8月4日（木） 午後2時30分～ 感覚統合訓練について学ぼう 作業療法士・保育士［大宇陀保健センター］
8月24日（水）午後2時30分～ 感覚統合訓練（実践） 作業療法士・保育士［室生福祉保健交流センター］
9月28日（水）午後2時30分～ 親子クッキング 作業療法士・保育士［大宇陀保健センター］
10月予定 講演会 奈良教育大学教授　児童青年精神科医　岩坂英巳氏
11月17日（木） 午後2時30分～ 体をつかって触れ合おう 作業療法士・保育士［室生福祉保健交流センター］
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宇陀市立病院から （1

このたびの大震災、心からお悔やみを申し上
げます。被災された皆様の一日でも早い心の平
安をお祈り申し上げます。
さて、歓送迎会など、新しい出会いと別れに、

お酒を召し上がることも多いかと存じます。昔
から、「酒は百薬の長、百毒の長」といいますよ
うに、いいところも悪いところもあります。
アルコールによる健康被害というと、

皆様が真っ先に思いつかれるのは肝臓へ
の影響だと思われますが、それだけでは
ありません。慢性的な多量飲酒は様々な
病気の原因になります。
アルコールは肝で多くが代謝されます。その

ため多飲は肝臓に負担をかけ、肝臓が障害され、
血液検査でγ-GTP、AST、ALTが高くなったり、
超音波の検査で肝臓が腫れていたり表面が不整
になってきます。この状態は肝炎といわれる状
態であり、このまま放置すると肝硬変という不
可逆な状態に進行します。また、肝臓がんは肝
炎ウイルスの感染と肝硬変がきわめて大きな危
険因子です。肝硬変にまで達すると、食道静脈
瘤
りゅう

や肝性脳症といった、致命的な疾患の原因と
もなります。また、日本人は欧米人と異なり、
元々アルコールを分解する能力が低く、アルコ
ール性肝障害になりやすいこともあります。

ほかにも急性膵
すい

炎という、致命的な疾患があ
ります。急性膵炎の原因は、多くがアルコール
多量摂取と胆石の存在です。急性膵炎は非常に
怖い病気で、3％程度の方が亡くなるということ
が報告されています。また、慢性的に膵臓がダ
メージを受け、慢性膵炎になることもあります。
膵臓はインシュリンを分泌してくれる内分泌器
官でもあり、膵炎から糖尿病へと進行すること
もあります。このほかにも、消化器においては
過飲により胃酸の食道内の逆流を生じることに
よる逆流性食道炎になったり、嘔吐

お う と

に伴い腹腔
内圧が急激に上昇し、食道の胃に近い壁が裂け
るマロリーヴァイス症候群を引き起こしたりす
ることがあります。
また、アルコール多飲者は食事せずに飲酒する

こともあり、低栄養やコルサコフ症候群といっ
た脳に深刻なダメージを受けることがあります。
適量な飲酒は食欲増進やストレスの軽減とい

った良い側面もあります。ですが、深刻な事態
になる前に健康診断を受けていただき、異常を
指摘された際には遠慮なくご相談ください。

福智
ふくち

隆介
たかゆき

内科医師

◎福智先生の診察は毎週火曜日です。

参加費は無料
糖尿病教室は毎週水曜日に変更し開催してい

ます。6回シリーズで糖尿病の診断から治療、合
併症などについて説明します。
【6月の予定】
1日 糖尿病の基礎知識　～糖尿病ってどんな

病気？～（第1回）
8日 糖尿病の治療　～食事療法～（第2回）
15日 糖尿病の治療　～運動療法～（第3回）
22日 糖尿病の治療　～薬物療法～（第4回）
29日 糖尿病の合併症（第5回）
【時間】午後1時30分～【場所】東館2階232号室
◎開催予定日については毎月の広報に掲載しま
すのでご確認ください。

4日、18日を平常診察（※皮膚科、耳鼻いんこ
う科、産婦人科は休診）します。
また、4日の泌尿器科は休診となります。

★7月から毎週土曜日の外来診察は休診となります。

【募集人員】若干名　
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※院内には保育園を設置しています。
小さいお子さんをお持ちの方もお気軽
にお問い合わせください。

【問い合わせ＆提出先】市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）

昨年6月より着工した新病院建設工事は、1年
を経過し、現在6階部分の建設を進めています。
今後7階まで順次建設を進め、並行して設備、

内・外装工事、また医療機器等の導入を行い、
本年11月頃には新本館の一部（救急、放射線、
厨房、手術、病棟部門）が完成する予定です。
診療を行いながらの工事ですので、利用者の

皆さまに何かとご迷惑、ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。
病院建設室 182-0381〈内線750・751〉

東の方向から見た様子

上部の様子
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（内閣府募集　23年度標語　最優秀作品）

◆6月23日～29日は「男女共同参画週間」です
男女共同参画社会の形成の促進を図るため、「男女共同参

画社会基本法」の公布・施行（平成11年6月23日）を踏まえ
て、毎年6月23日から29日までの1週間は、「男女共同参画週
間」に定められています。

男女共同参画社会とは・・・
「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ

て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保さ
れ、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的
利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」
をいいます。（男女共同参画社会基本法　第2条）

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞ
れの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」。
その実現のためには政府や地方公共団体だけでなく、国民
のみなさん一人ひとりの取り組みが必要です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この
機会に考えてみませんか。

男女共同参画社会基本法の5つの理念
① 男女の人権の尊重
② 社会における制度又は慣行についての配慮
③ 政策等の立案及び決定への共同参画
④ 家庭生活における活動と他の活動の両立
⑤ 国際的協調

今日の地域社会や私たちのくらしの変化によって起こる課題などを踏まえ、自らの人権意識を高め、
すべての人が互いに共存できる豊かな地域社会づくりをめざして開催します。
市民の皆さんをはじめ、関係機関や団体の方々に関心を寄せていただき、学びの場として受講して
ください。 人権推進課（182‐2147／IP188‐9077）
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法務省と全国人権擁護委員連合会では、国
民一人ひとりが主体的に豊かな人権意識を育
てていくような啓発活動を積極的に展開して
います。
宇陀市においても「人権擁護委員の日」に

ちなんで、人権擁護委員による特設人権相談
を次のとおり行います。（相談無料／秘密厳守）
【日時】6月1日（水） 午前9時～午後3時
【場所】宇陀市役所
人権推進課
（182‐2147／IP188‐9077）

日時　6月26日（日） 午後1時
30分開場　午後2時開演〈約2
時間〉場所 畿央大学　冬木記
念ホール　定員 500名（先着
順／入場無料） 申込方法 畿
央大学ホームページ（イベント
情報）もしくは、官製はがき、
e‐mail、FAXのいずれかで6月
17日（金）までに
※詳しくは、 へお問い合わ
せください。
畿央大学企画部　水野方
（10745‐54‐1601）

●6月26日（日）開催
「ハンバーグ作り体験」
「フェルト作り体験」
●6月の毎週土・日曜日開催
「シャボン玉を飛ばそう！！」
※詳細は にご確認ください。
うだ・アニマルパーク
（187‐2520）

厚生労働省では、毎年6月に
「賃金構造基本統計調査」を実
施しています。調査対象に選ば
れた事業所の皆さまは、ご協力
をお願いします。
奈良労働局賃金室
（10742‐32‐0206）

平成23年度の労働保険（労災保
険・雇用保険）の年度更新手続

きは、6月1日（水）～7月11日
（月）までの期間です。期間中の
手続き・納付をお願いします。
［早期申告納付のお願い］
年度更新申告書は、6月初旬

に事業場あて送付いたします
ので、申告書が届きましたら、
お早めに申告・納付をお願い
いたします。
奈良労働局総務部
（10742‐32‐0203）

食品の表示は、消費者が食
品を購入するとき、食品の内
容を正しく理解する上で重要
な情報です。
奈良農政事務所では、『食品

表示110番専用直通ダイヤル』
を設置し、食品の偽装表示や
不審な食品表示の情報を受け

付けています。
また、食品表示に関するご

質問等も受け付けています。
近畿農政局　奈良農政事務

所　表示・規格課
『食品表示110番専用直通ダイヤル』
（10742‐32‐1877）

日時 6月25日（土）午後4時～
会場 赤埴矢谷川周辺　集合高
井生活改善センター（榛原高井）
内容 松本守正先生の蛍の生態
と水棲

すい せ い

生物のお話し、川の生き
物探し、みんなで歌おう、バル
ーンアート、和太鼓「ゆうき」、
模擬店の出店など
※このイベントの収益金を、
東日本大震災義援金としいた
します。 後援 榛原観光協
会、内牧地区人権推進協議会
千年大志会　稲森方
（182‐1101）

【訂正とお詫び】
広報うだ5月号（3ページ）掲載の歳入歳出棒グラフ

の（％）が誤っていました。訂正とお詫びいたします。
【歳入】市税（8.0→16.0％）、繰入金（0.9→1.8％）、
使用料及び手数料（0.7→1.5％）、分担金及び負担金
（0.6→1.3％）、その他自主財源（0.8→1.5％）、地方交
付金（23.7→47.4％）、市債（5.8→11.6％）、国庫支出
金（4.8→9.6％）、県支出金（2.5→5.1％）、地方消費税
交付金（0.7→1.5％）、地方譲与税（0.6→1.3％）、その
他依存財源（0.8→1.4％）
【歳出】民生費（12.6→25.1％）、公債費（10.8→
21.5％）、教育費（6.3→12.5％）、衛生費（6.1→
12.2％）、総務費（4.8→9.6％）、土木費（3.4→
6.7％）、消防費（3.0→6.1％）、農林水産業費（1.4→
2.9％）、商工費（1.0→1.9％）、議会費（0.5→1.1％）、
災害復旧費（0.1→0.2％）、予備費（0.1→0.2％）

本年の水道週間スローガンは
「蛇口から　あふれるぼくらの　夢・未来」

です

水道は、市民生活や社会経済活動に必要不可欠な生活基盤施設
として、重要な役割を担います。すべての人たちに安全で良質な
水を安定供給できるよう水道の整備促進を図るとともに、3月の
東日本大震災などの地震災害にも強い水道整備を推進する必要が
あります。
毎年、水道について皆さんにさらに理解を

深め、関心を持っていただくために、この時
期に水道週間が設けられています。
いつも使用している水道のことを、この機

会に考えてみてはいかがでしょう。
水道局（182‐2185／IP188‐9104）

6 1 7 第53回水道週間



この時期、宇陀の地でかぐわ
しい香りと清楚な姿を誇る「サ
サユリ」をはじめ、会員が丹精
込めて栽培した色々な季節の山
野草を鉢植え、石付け、苔玉な
どにして、ご来場者の皆様と共
にひとときの安らぎを分かち合
いたいと思います。
日時　6月18日（土）・19日（日）
午前10時～午後5時（19日は午
後3時まで）場所　駅前公民館
（旧榛原町役場前）
【栽培講習会にご参加ください】
両日とも午前11時から先着

20名の方に、山野草の寄せ植
え講習会を行います。当日会場
で申し込みください。費用
300円（材料費）
大門方（182‐2586）

♪♪夏のひとときを
コーラスの歌声にのせて♪♪

日時　7月3日（日） 午後1時30
分開演（午後1時開場）場所 市
文化会館　主催 宇陀市コーラ
スのつどいの仲間たち（ヴィオ
レッタ、かぎろひコーラス、コ
ーラス　アンダンテ、ささなき
コーラス、みどりの丘児童合唱
団）ゲスト：音楽工房　ごんぼ
堂下方（182‐5529）

開催日 8月25日（木）～27日
（土）
①ボランティア募集…みんなで
町並みを光で演出しませんか。
②イベント、出店募集…27日
のにぎわいイベント（趣味の発
表や展示等）、出店を募集して
います。個人でもグループでも
OK。
③セルフライトアップ募集…自

宅や周辺を自分でライトアップ
しませんか。無料で機材を貸出
します。（条件／旧松山地区内、
戦前までの建物や路地等）
受付締切 6月末日
※詳しくはお問い合わせください。
宇陀松山夢街道実行委員会
（1090‐6904‐8091）

udayumekaido@yahoo.co.jp

宇陀市在住12名を含む、関
西一円のクラシックからロック
までのアーティスト総勢48名、
22チームが演奏・踊りを繰り
広げます。出演者も観客も一緒
に楽しめる「たかぎふるさと館」
で、初夏の一日、朝から晩まで、
世界の音楽・ダンスを楽しみま
せんか。フランスで始まった音
楽の祭典！！
日時　6月19日（日） 午前10時
～午後5時　場所 たかぎふる
さと館（榛原高井） 申し込み
不要　参加費 無料
竹本方（1593‐2693）

よくわかるおなかの病気のお話
～消化器専門医による最先端情
報～
日時 6月25日（土） 午後0時
30分～5時　場所 奈良県文化
会館　国際ホール　参加費 無
料　内容 講演①楽に受けられ
る内視鏡検査～経鼻内視鏡とカ
プセル内視鏡の進歩～（県立五
條病院　内科部長　森安先生）
講演②早く見つけて、早く治そ
う消化管がん～消化器内視鏡の
進歩～（県立医科大学　第3内科
助教　美登路先生）講演③防ご
う肝がん、治そう肝がん～ウィ
ルス肝炎・脂肪肝・糖尿病に注
意！（県立奈良病院　消化器科
部長　中谷先生） 講演④ここ
まで治せる肝・胆・膵がんの外
科治療（県立奈良病院　外科部
長　高先生）※質疑応答・健康相
談コーナー等予定です。
県立奈良病院　地域医療連
携室（10742‐46‐6001）

※午前9時～午後5時（問い合
せ時間を厳守ください。）

受験資格　平成2年4月2日～平
成6年4月1日生まれの方　試験
の程度 高等学校卒業程度　申
込受付期間　6月21日（火）～
28日（火）〈郵送の場合は6月28
日までの通信日付印有効〉 申
込書提出先 人事院近畿事務局
※詳細は国税庁ホームページ
（http:/www.nta.go.jp）『採用
案内』をご覧ください。
桜井税務署総務課
（10744‐42‐3501）

1年ぶりに宇陀に帰還する貴重な宇陀特産の黒大豆を、市民の
皆さんで迎えましょう。
日時　6月12日（日） 午後1時～3時　場所　市中央公民館（大宇
陀） 内容 ①【宇宙を旅した宇陀黒大豆帰還式】宇宙ダイズプロ
ジェクト紹介（特別映像上映）など　②【特別講演】演題「太陽・
地球・宇宙人」（柴田一成教授：京都大学宇宙総合学研究ユニッ
ト） 参加費 無料　申し込み 6月1日（水）～10日（金）までに市
農林課へ　※150名（粗品進呈）になり次第締め切り。
宇宙大豆プロジェクト活性化委員会（1090‐8482‐3983）

15 広報うだ　2011.6



相談名 月日 時間 場所 問い合わせ相談名 月日 時間 場所 問い合わせ

消費者相談窓口
【予約不要】

6月6日・13日
・20日・27日
（各月曜日）

午後1時～4時
※相談員の都合で中止と
なる場合があります。

宇陀市役所
（213会議室）

商工観光課
（182‐2457／IP188‐9081）

人権・行政相談
【予約不要】

6月1日（水） 午前9時～正午 菟田野人権交流センター人権相談：人権推進課
（182‐2147／IP188‐9077）
行政相談：総務課
（182‐1302／IP188‐9068）

6月8日（水） 午前9時～正午 室生振興センター
6月15日（水）午前9時～正午 大宇陀地域事務所
6月15日（水）午前9時～正午 宇陀市役所

心配ごと相談
【予約不要】

6月1日（水） 午前9時～正午 菟田野人権交流センター 大宇陀地域事務所（183‐2251／IP188
‐9195）、菟田野地域事務所（184‐
2521／IP188‐9188）、室生地域事務
所（192‐2001／IP188‐9182）、厚
生保護課（182‐2221／IP188‐9079

6月8日（水） 午前9時～正午 室生振興センター

6月27日（月）午前9時～正午
午後0時30分～3時30分

榛原総合センター

6月15日（水）午前9時～正午 大宇陀地域事務所

税務相談センター
【要予約】

6月15日（水）
午後1時～4時
（1人約30分以内）
※受付は午後3時30分まで。

宇陀市役所
（213会議室）

税務課
（182‐1306／IP188‐9072）

若者自立のための
無料相談
【要予約】

6月8日（水）
午後2時～5時
※相談員の都合で中止と
なる場合があります。

宇陀市役所
（213会議室）

若者サポートステーショ
ンやまと
（10744‐44‐2055）

中南和法律相談セ
ンター【要予約】

6月17日（金）
午後1時～4時
※相談日の1週間前よ
り受付。（１人30分）

宇陀市役所
（211会議室）

奈良弁護士会・中南和法
律相談センター
（10742‐22‐2035）

DV（ドメスティック
・バイオレンス）相談
【要予約】

6月22日（水） 午後1時～4時
（1人50分・1日3人）

予約の際にお知ら
せします。

人権推進課
（182‐2147／IP188‐9077）

平成23年度のDV相談は毎月第4水曜日に開設します。（11・12月は第3水曜日）

こころの悩みの
ご相談
【要予約】

6月14日（火）
午後1時30分～
　　　　　4時30分 宇陀市役所

福祉課（182‐2236／IP188
‐9080）、大宇陀保健センター
（183‐2255／IP188‐9113）
室生福祉保健交流センター
（192‐5220／IP188‐9175）

他の相談場所も利用できますので、奈良弁護士会にご確認ください。

弁護士による福祉
専門相談【要予約】 6月15日（水）

午前10時～正午
申込締切：6月8日（水）市社会福祉協議会 市社会福祉協議会

（184‐4116）精神科医による
専門相談【要予約】 6月13日（月）

午後2時～4時
申込締切：6月6日（月）

● ● ● 今月の無料相談 ● ● ●
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［無料・要予約］
これから新築・リフォームなどをお考えの市

民の方からの疑問・質問に、資格を持った「住ま
いづくりアドバイザー」が相談に応じます。
日時・6月9日（木）午後1時～4時（１人45分程度）
場所・宇陀市役所（2階　211会議室）
相談内容 ○耐震診断・耐震改修等の地震に強
い住まいづくり、リフォームについて　○バリ
アフリー改修について　○知っておきたい法律
や制度、整備について
申し込み ご希望の方は、6月6日（月）までに営
繕課へ（先着3名まで）お電話ください。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

消費者相談とはどんな相談？と思われて
いる方も多いことでしょう。
消費者とは、商品やサービスを消費する

人、代価を払って最終的に商品やサービス
の提供を受ける者です。よって、商品やサ
ービスなど消費生活全般に関する苦情や問
合せなど幅広い相談を受付けていますので、
お気軽に電話またはお越しください。お待
ちしております。
商工観光課
（182‐2457／IP188‐9081）

はい！こちら消費者相談窓口です。
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の構造評点を1．0以上にするために施工する耐
震改修工事　　
生命重視型…建築士が行った耐震診断で上層部
の構造評点が0．7未満と診断されたもので、建
物全体の構造評点を0．7以上にするために施工
する耐震改修工事
＜必要書類＞
建築士が行った耐震診断結果や、補強計画書、
工事費見積書などの書類が必要です。

申込期間　6月1日（水）～6月30日（木）
※応募多数の場合は、7月4日（月）に公開抽選
いたします。
※募集件数に満たない場合は、随時募集とし定
員になり次第終了いたします。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

◎減税制度について◎
〈安全型〉の耐震改修をした場合、以下の減

税制度を受けられる場合があります。
◆所得税…耐震改修に要した費用の10％（最大
20万円）が所得税額から控除されます。税務署
への確定申告が必要となります。
なお、減税を受けるには、「耐震改修証明書」

が必要となりますので、営繕課までお問い合わ
せください。
桜井税務署（10744‐42‐3501）

◆固定資産税…固定資産税が一定期間2分の1に
減額されます。
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

平成23年度の既存木造住宅の「耐震診断事業
（無料）」・「耐震改修事業」を実施しています。
「耐震診断」・「耐震改修」をご希望の方は、

所定の申込用紙に必要書類を添付して申し込んで
ください。

①建築時期…昭和56年5月31日以前に着工または
完成　②構造…木造（枠組壁工法、在来軸組工法）
③階数…2階建て以下

◆既存木造住宅耐震診断（無料）◆
募集戸数…6戸
診断方法…財団法人日本建築防災協会による「木
造住宅の耐震診断と補強方法」に定める「一般
診断法」による診断
診断の内容…間取りの確認・床下や天井裏を見る
など、2時間程度の現地調査、診断結果の説明
診断者…「奈良県木造住宅耐震診断員登録者名簿」
に登録された耐震診断員

〈必要書類〉建築年月、延床面積、構造などを確
認するため建築確認通知書若しくは登記簿謄本な
どの書類が必要です。
◆既存木造住宅耐震改修補助◆
募集戸数…3戸
補助額…工事費用に応じて20万円～50万円を補
助します。ただし、耐震改修工事に要した費用
が50万円以上の工事が対象となります。

〈要件〉
安全型…建築士が行った耐震診断で上層部の構造
評点が1．0未満と診断されたもので、建物全体

【申込先】市中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
市中央公民館
（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

中央公民館市民教養講座

― 健康ボクササイズ　～音楽に合わせてパンチを打ちストレス解消～　―

日時 6月26日（日） 午後1時30分～3時
場所 中央公民館　大ホール（大宇陀地域事務
所向かい）

対象 市内在住の人（中学生以下は保護者同伴）
定員 50人（但し定員になり次第締切）
内容 「健康ボクササイズ」
講師 松本睦美さん（フィットネスインスト
ラクター）

受講料 無料
準備物 動きやすい服装と靴、
飲み物、フェイスタオル（タ
オルを使った体操をします）

申込方法 6月20日（月）までに、
住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、
はがき、電話、FAXのいずれかの方法で市
中央公民館へ

日頃のストレスを上手に発散できていますか？
ストレス解消には、身体を動かすことが一番です。「健康ボクササイズ」は、音楽のリズムに合

わせて体全体を動かすことで心身ともにリフレッシュできます。パンチを打つことで血行がよくな
り、肩こりや冷え性の改善にも効果的です。子どもも参加できる教室です。年齢・性別を問わず皆
さんがストレス発散できます。異年齢交流で「カラダすっきり」「気分スッキリ」しませんか？



今年で20回目となる「阿騎野ふるさと夏まつ
り」では、当日の模擬店出店者を募集しています。
まつりの内容や出店条件については、事務局ま

でお問い合わせください。
開催日時 8月15日（月）午後2時30分～午後9時　
場所 大宇陀ふれあい交流ドーム周辺
出店資格 市内で常時活動している市民グルー
プ、団体に限ります。（営利目的を除く）

出店費用：1ブース（１テント）あたり10,000円の
協賛金をお願いします。基本は1ブース［1テン
ト（約3.6m×7.2m）、机6台、パイプイス8脚］

※追加の必要な場合は、別途費用が必要になりま
す。

※荒天等により中止の場合も、協賛金はお返しし
ません。

募集数 12ブース程度（予定）
主な出店条件 ○アルコール類や生もの販売はで
きません　○各出店者において販売品の調整を
すること　○会場準備及び清掃片付け等に協力

すること
申込期限 6月24日（金）午後5時までに、夏まつ
り実行委員会事務局へ

◎協賛のお願い
地域市民で結成した実行委員会では、今年も皆

様方に喜んでいただけるように企画、準備を進め
ています。この夏まつりの趣旨にご賛同いただき、
協賛金のご協力を賜りますようにお願い申し上げ
ます。
申込方法 実行委員会事務局へお申し出くださ
い。（1口：1，000円）
◎運営ボランティア募集
当日の運営を手伝っていただけるボランティア

を募集しています。
ボランティア内容 企画運営、会場準備及び片付
け、イベントの補助、駐車場案内など

応募資格 18歳以上の方
※詳しくは事務局までお問い合せください。
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職務内容　榛原及び榛原東小学校学童保育室に入
室する児童の保育補助
勤務時間 夏休み期間中の午前9時～午後7時ま
でのローテーション勤務（土・日曜日を除く）
応募資格 18歳以上の大学生
募集人数 若干名
申し込み 7月8日（金）までに履歴書を添えて学校
教育課へ提出
学校教育課（184‐3472／IP188‐9192）

勤務場所 市教育委員会の文化財関係施設
職務内容 市内文化財の整理作業・管理作業など
募集人数 若干名
要件　55歳以下の方（以前、会社などに勤務し、
現在は無職の方）

申し込み 履歴書を添えて文化財保存課へ提出
文化財保存課（187‐2274／IP188‐9108）

職務場所　市内の保育所で勤務
資格 保健師か看護師の有資格者
勤務時間 7時間45分勤務
時給 1，200円
申し込み 6月15日（水）までに履歴書と免許状の
写しを添えて、教育総務課へ提出
教育総務課（184‐3471／IP188‐9191）

職務場所　市内の幼稚園教諭・保育所保育士とし
て勤務
資格 幼稚園教諭、保育士の有資格者
勤務時間 7時間45分勤務
時給 940円
申し込み 随時、履歴書と免許状の写しを添えて、
教育総務課へ提出
教育総務課（184‐3471／IP188‐9191）

地域で気軽に軽スポーツを楽しみませんか。ふ
るってご参加ください。
日時　6月20日（月）、7月25日（月）、8月22日
（月）、9月12日（月）、10月17日（月）
※時間は、午前10時～11時です。
場所 総合体育館
種目 パフリング、ワナゲ、囲碁ボール、歩き方、
ぺタンク
参加料 1,000円（5回分）＋200円（スポーツ保険料）
対象 市民
持ち物 上ぐつ、タオル、飲み物など
申し込み　6月13日（月）までに、住所・氏名・電
話番号を添えて、 へ
フレッシュアップ榛原　佐藤方（1582‐
50 3 5）、生涯学習課（1 8 4‐34 7 3／
IP188‐9193／584‐4089）

総合型地域スポーツクラブ
平成23年度軽スポーツ教室 6月からスタート

夏まつり実行委員会事務局〈大宇陀地域事務所内〉（183‐2251／IP188‐9114）
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市内の独身の方が、すて
きなパートナーと出会える
ための応援イベントを計画
しています。
このイベントは、「なら出

会いセンター」への登録
（無料）が必要となります。
開催日 8月下旬予定
内容 若手お笑いタレントと共に室生寺などを散
策後、楽しい夕食交流会などを行います。

参加資格 25歳～45歳までの独身の男女
参加費 2，000円
※詳細は、決まり次第お知らせします。なお、登
録方法などについては、 にご確認ください。

地域において、介護予防に効果があり、社会貢
献が認められる活動を高齢者自らが行っている団
体や、高齢者の方を対象に介護予防に関する地域
活動を行っている高齢者団体等（非営利団体に限
る）を支援します。
希望される方は、支援内容についての説明会を

実施いたします。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
日時 6月15日（水）午後2時～
場所 市役所　212会議室
長寿介護課（182‐3675／IP188‐9088）

宇陀市自主放送番組の適正及び内容の充実を図
るにあたり、広く市民の意見を反映させるため、
委員の一部を市民から下記のとおり募集します。
審議会名 宇陀市自主放送番組審議会
募集人数 3名以内
職務 市長からの諮問を受けて審議し、答申を行
います。
①自主放送番組の基準及び内容について審議す
る
②必要に応じて、自主放送番組全般について意
見を述べる

※審議会の開催は、年2回程度予定しています。
任期等 委嘱の日から2年間
（平成23年10月1日～平成25年9月30日予定）
応募資格
次のいずれの要件にも該当する方
①市内に住民登録している満20歳以上の方
②番組制作や自主放送事業について関心をお持
ちの方
③宇陀市職員及び議会議員でない方
④他の同審議会等の公募による委員に選任され
ていない方

応募方法　応募申込書に必要事項を記入し、提出
してください。

※提出書類は、返却いたしません。
◎受付は、郵送、持参、ＦＡＸまたは電子メール
のいずれかの方法でお願いします。

【郵送】下記の住所に郵送（受付期間内消印有効）
【持参】事務局（秘書広報情報課）まで提出
※午前8時30分～5時15分（土・日曜日は除く）。
【FAX、電子メール】下記の問
い合わせ先（受付期間内到
着有効）

※応募申込書は、事務局窓口
および自主放送スタジオで配
布します。また、市ホームペ
ージからもダウンロードがで
きます。
受付期間 6月1日（水）～30日（木）
選考方法 書類選考（選考結果は、同年8月下旬
頃に応募者全員に通知します。）

【応募及び問い合わせ先】
〒633‐0292 榛原下井足17番地の3
宇陀市自主放送番組審議会事務局
〈秘書広報情報課内〉
（182‐3912／IP188‐9083／582‐3900）
E‐mail：hishokouhou@city.uda.lg.jp

市社会福祉協議会（184‐4116／IP188‐
9202）、まちづくり支援課（182‐3910）

◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（日曜日、祝日）
◎菟田野分館（月曜日、祝日）
◎ひのき坂公民館

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日）
◎自主放送スタジオ（土・日曜日、祝日)
◎天満台東交流センター

◎市観光案内所「うだ観処」
◎室生福祉保健交流センター
　（土・日曜日、祝日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。  
　　　　　　※（　）内は休館日です。
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【お知らせコーナー】

◆楽しむアート特別講座
教室名 アーティスト 開催日・時間

のんき窯
（陶芸教室） 阿賀谷 敏雄

4日(午前10時～)
  12日(午後1時～)

クラフト工房
（折り紙） 汾陽　次夫 11日、25日 

(午後1時30分～）
山 里 染 工 房
（ モモの葉染）

室生染めグル
ープ

4日、19日
(午後1時30分～)

きりえ空間
（切り絵教室） 江本　幸雄 11日、26日

(午後1時30分～)

夢楽々工房（古布を
使った手芸、ケナフ
で和紙作り）

田中　夢見
三毛　槙栄

6日、27日
(午後1時30分～)

受講料

700円

1,000円

1,000円

1,000円
～

1,000円

※要予約

※要予約

◆山の芸術学校常設教室
毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。6月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により日時は変更される場合があ
ります。開催時間など、詳しくはお問い合わせ
ください。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

6月の休館日：2・9・16・23・30日

※常設教室の講座によっては、
出張・出前講座もいたします
ので、ご相談ください。

ふるさと元気村または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

（財）宇陀市文化スポーツ振興団 大宇陀拾生871（183‐0977）
6月の休館日 : 7･14･21･28日

日 曜 催 し 物 案 内 主 催 者 時 　 間 対 象

12 日ピアノ発表会 栗林佐江子、藤村直子
吉川直子、桝谷有子 午後2時～4時30分 関係者

18 土【雨天時の場合】第19回あきの螢能
あきの螢能保存会午後6時30分～ 一  般

（有料）

26 日第20回松田歌謡教室発表会 松田歌謡教室 午前9時～ 一  般
（無料）

6月のかぎろひホール催し （5月9日現在）

※小雨決行
【集合場所】ふるさと元気村
【参加費等】○Aコース（ホタル鑑賞のみ）午後5時30分集合　2,000円（小学生以下1,000円）夕食付
○Bコース（工房体験・ホタル鑑賞）午後2時30分集合　2,000円（小学生以下1,000円）夕食付、工房
体験料別途必要

【申込締切】6月11日（土）
【申し込み】住所・氏名・年齢・電話番号・コースをご記入の上、FAX又は電話でふるさと元気村事務
局までお申し込みください。

■宇陀をテーマとした「 写真・絵画・俳句・短歌 」作品展　＝作品募集＝
宇陀は歴史と自然に恵まれた魅力ある地域です。文化会館では、宇陀の魅力を発信
するため「写真・絵画・俳句・短歌」の作品を次のとおり募集します。

サイズは写真が半切、絵画は30号までの大きさとします。
色紙に限ります。
7月2日（土）までに文化会館へ搬入してください。
7月9日（土）～8月7日（日）

写真・絵画
俳句・短歌

★開催中★
趣味やアイディアを生かした

手作りの作品展（手芸・小間も
の・焼きもの・粘土細工・自然
を生かした細工ものなど）を開
催しています。皆さまのご鑑賞
をお待ちしています。
【展示期間】～6月26日（日）
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■中央図書館だより
【開館時間　午前9時30分～午後5時】

●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

6月8日（水）、22日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
6月8日（水）、22日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
6月11日（土）、25日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
★放課後子ども教室

6月1日（水）、8日（水）、15日（水）、
22日（水）午後3時30分～

●映画会「カバのヒポポくん」（約20分）
6月18日（土）午前11時～

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110）
上映日

日時

日時

日時

日時

■大宇陀図書館だより
【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

6月18日（土）午前10時30分～
2階　和室

●映画会「すいかのたね」（約30分）
6月25日（土）午前10時30分～
1階　研修室

大宇陀図書館（183‐0977）
場所

上映日

場所

日時

【一般書】■響き合う！集落と若者
『農山村再生・若者白書2011』編集委員会：編
農産漁村文化協会：出版　（中央図書館所蔵）
農山村に関心をもつ若者を、1
年間、全国各地に派遣するプログ
ラム「緑のふるさと協力隊」の活
動を紹介。「集落再生と若者たち」
というテーマで、農山村が現在置
かれている状況と、今を生きる若
者たちとの関係を探る。

【児童書】■いきもの歳時記春・夏・秋・冬
古舘 綾子：文 童心社 （中央図書館所蔵）
季語や俳句を調べるだけでなく、季語を生活の

なかで探すヒントにもなる歳時記。四季のいきも
のに関する季語を大きな写真とともに紹介する。
豆知識や例句も掲載。

水 木 土 日
4

9 11 128

民謡
（勝山好弘）

1615 18 19

22 23 25 26

◎参加費200円（お茶・コーヒー付）が必要です。

フォークソング
（ケセラ）

1 2 5

29 30

ピアノ
（衣笠まゆ）

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保

ピアノ
（大山理保）

キーボード
（平田安津子）

キーボード
（平田安津子）

電子オルガン
（西川由美子）

歌・トーク：村尾 藍
ピアノ：大山理保

電子オルガン
（西川由美子）

ピアノ
（大山理保）

電子オルガン
（西川由美子）

ピアノ
（衣笠まゆ）

民謡
（勝山好弘）

ピアノ
（衣笠まゆ）

歌・トーク：村尾 藍
ピアノ：大山理保

歌・トーク：村尾 藍
ピアノ：大山理保

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館または企画課（182‐
1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　 右表参照
◎9日、23日は、むろうコーラスの練習のため、
午後3時～4時です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

音楽の森ふれあい館 開館時間 午前11時～午後4時
休館日：毎週月曜日・火曜日・金曜日
室生上笠間444－1（1/597－2215）

6月
7・14・21・28日

◎ 6 月 は 土 砂 災 害 防 止 月 間 で す 危機管理課（182‐1304／IP188‐9070）

★がけ崩れ【○がけから小石が落ちてくる。○がけに亀裂が入る。○がけからの水が濁る。】
★地すべり【○地面にひび割れができる。○沢や井戸の水が濁る。○斜面から水がふき出す。】
★土石流【○山鳴りがする。○雨が降り続いているのに、川の水位が急に減り始める。】
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※住民基本台帳ネットワークシステム関
連業務（住基カード・広域交付の住民票
の発行）は行うことができません。

　宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日
（午前8時30分～正午）、市民課で住民
票、印鑑証明、戸籍謄抄本等の証明発行
業務を行っています。（税関係を除く）
6月は11日と25日です。

●付加年金とは
国民年金保険料を納められた期間（厚生年金等の加入期間を含む）と国民年金保険料の納付を免除

された期間が25年（300月）以上ある方には、65歳から老齢基礎年金が支給されます。年金額を少
しでも多く受給されたい方は、国民年金保険料（月額15,020円）とあわせ付加保険料（月額400円）
を納付されると老齢基礎年金に付加年金が加算され支給されることとなります。

付加年金の受給額＝200円×付加保険料を納付した月数

★例えば、付加保険料を10年間納付された場合
付加保険料＝400円×120月（10年）＝48,000円
付加年金額＝200円×120月（10年）＝24,000円（年額）
この場合、毎年24,000円の付加年金が老齢基礎年金に上乗せして受け取れます。

付加年金を2年間受給すると付加保険料総額と同額となります。
※上記の付加年金額は、65歳から受給した場合の年金額です。

○付加年金は、任意加入です。付加保険料の納付を希望される方は、申出書の提出が必要となります。
○付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金です。
○付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。
○国民年金基金に加入中の方は、付加年金に加入することができません。
○納付期限（対象月の翌月末日）を経過しての付加保険料は納付できません。

◎詳しくは、下記の にお問い合わせください。
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）
または日本年金機構　桜井年金事務所（10744‐42‐0033）

★あなたも年金を増やしませんか？ 付加年金

宇陀市では避難されている方々ご自身からの情
報提供を受け付けています。
①提供していただく情報
・氏名、生年月日、性別
・避難前の住所
・避難先（避難所、個人宅等）の情報
任意で上記の情報をご提供ください。提供され

た情報は奈良県を通して避難前にお住まいの県や
市町村へ通知されます。その情報を基に、次のよ
うなお知らせをお届けできるようになります。
②お知らせ内容
・見舞金等の各種給付の連絡
・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免・猶予・期限延長等の通知

など
◎詳しくは、市民課までお問い合わせください。
市民課（182‐2143／ＩＰ188‐9076）

6月30日（木 ）です。
税金は納期限内に納めましょう。

の納期限は

  市県民税（全期・第1期）

獣害を防ぐため、積極的に捕獲を行っていただ
く方を猟友会の推薦により市長が任命しました。
捕獲が必要な場合は下表の実施隊員にお問い合

わせください。捕獲できる動物は、イノシシ、シ
カ、サル、アライグマ、ヌートリアです。
※動物が死亡している場合は対応できません。

農林課（182‐3679／ＩＰ188‐9090）

氏　名 電　話
内田 治恒 83-1108
岸本留太郎 83-0875
中西 俊一 83-3407
吉田 忠雄 84-2905
冨士本 友市 84-3795
森田 健藏 84-2929
植森 睦也 84-3037
井上 亨 84-3621

岡本 良一 82-4041

住　所
大宇陀小附
大宇陀岩室
大宇陀内原
菟田野岩　
菟田野岩　
菟田野見田
菟田野稲戸
菟田野上芳野

榛原檜牧

氏　名 電　話
横地 健次 82-4750

中尾 淳次 82-0878
堂前  昇 82-3829

倉林 章文 92-3086
新貝  進 93-2143
有田 利史 92-3614

住　所
榛原天満台

榛原長峯
榛原檜牧

室生大野
室生
室生上笠間

日樫 勉 92-2249 室生大野

※市外局番は（0745）です。
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【お知らせコーナー】

市では、経済的理由により修学困難な生徒に対
して修学奨励を図るため、高等学校や大学などに
入学した人に対して入学支度金「ぬくもり修学奨
励資金」を支給します。
【対象】次のすべての要件を満たす人
①学校教育法に規定する高等学校、高等専修学校、
高等専門学校、短期大学、大学に、平成23年
度に入学した人
②市内に住所がある人で、市民税非課税世帯であ
る人
③向学心に富み、将来のまちづくり活動に積極的
に取り組む意欲を持っている人

【支給金額】
高等学校、高等専修学校・ 6万円
高等専門学校　　　　・・12万円
大学（短期大学） ・・12万円
【申し込み方法】
申請書に必要事項を記入の上、添付書類を添え

て7月8日（金）までに、学校教育課へ提出
（添付書類）○各学校発行の在学証明書　○平成
23年度市民税非課税証明書（発行は6月13日
から） ○住民票の写し（世帯全員）
※申請書は、学校教育課（菟田野地域事務所内）
または、市役所市民課、大宇陀および室生の地域
事務所地域市民課にあります。
学校教育課（184‐3472／ＩＰ188‐9192）

★地上デジタル放送への移行について
7月24日にテレビの「地上アナログ放送」は終

了し、「地上デジタル放送」へ移行します。
受信準備はお済みですか？
地デジに関するご相談は、次のところまでお気

軽にお問合せください。
■ケーブルテレビに関する問い合わせ先
こまどりケーブル株式会社
10120‐667‐740
◎こまどりケーブルテレビでは、平成
27年3月31日までアナログテレビで
も、そのままでご覧いただけます。
■その他の問い合わせ先
県テレビ受信者支援センター（デジサポ奈良）
10742‐90‐2222
○月曜日～金曜日　午前9時～午後9時
○土曜日・日曜日・祝日　午前9時～午後6時

★地上デジタル放送受信のための支援について
総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送

がまだ受信できない方に対して、支援を行ってい
ます。
次に該当される方は、平成23年7月24日まで

に手続きを行ってください。
ただし、地上デジタル放送が終了する7月24日

までに支援を完了するためには、別に申込期限が
あります。詳しくはお問い合わせください。
（1）NHK放送受信料全額免除世帯の方
（生活保護などの公的扶助を受けている世帯・障
がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市民税非課
税の措置をうけている世帯・社会福祉施設に入所
されている世帯）
⇒地デジチューナーの無償給付などの支援
（2）市民税非課税世帯の方
⇒地デジチューナーの無償給付の支援
※支援の申込方法等、詳しくは広報うだ2月号を
ご覧になるか までお問い合わせください。

★こまどりケーブルにご加入の世帯で、支援の対
象となる場合は、ご注意ください！
こまどりケーブルでは、平成27年3月31日ま

で、デジタル放送をアナログ放送に変換して放送

東日本大震災等で被害を受け、NHK放送受信
料が全額免除となる世帯が、あらたに支援の対
象となりました。宇陀市へ避難・転居しておら
れる場合でも、支援が受けられます。
詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施

センター（10570‐033840）へお問い合わせ
ください。

しますので、地デジチューナーがなくてもテレ
ビをご覧いただけますが、平成27年3月31日以
降、テレビをご覧になるには、地デジチューナ
ーが必要ですので、平成23年7月24日までに手
続きを行ってください。

秘書広報情報課
（182‐3912／ＩＰ188‐9083）
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【お知らせコーナー】

市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が
あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

★6月議会定例会開催中は、予定の番組を変更して議会の模様
を生中継で放送します。
※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ（静
止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予告な
く変更される場合があります。ご了承ください。
自主放送スタジオ（182‐2497）

議会事務局（182‐5771／IP188‐9082）



 課　名 IP電話 ダイヤルイン  課　名 IP電話 ダイヤルイン 施　設　名 IP電話 ダイヤルイン

議会事務局 88-9082 82-5771
88-9067
88-9104

秘書広報情報課 88-9083 82-3912
企画課 88-9074 82-1362
人事課 88-9069 82-1303
総務課 88-9068 82-1302
危機管理課 88-9070 82-1304
管財課 88-9084 82-3632
財政課 88-9071 82-1305
徴収対策課 88-9085 82-3643
税務課 88-9072 82-1306
人権推進課 88-9077 82-2147
市民課 88-9076 82-2143
保険年金課 82-367288-9086
環境対策課 88-9078 82-2202
健康増進課 88-9087 82-3692

長寿介護課 88-9088 82-3675
農林課（農業委員会） 88-9090 82-3679
商工観光課 88-9081 82-2457
まちづくり支援課 82-3910
地籍調査課 88-9091 82-5608
都市計画課 88-9092 82-5624
公園課 88-9093 82-3674
建設課 88-9095 82-5638
営繕課 88-9096 82-5642
監理課 88-9097 82-5658
出納室 88-9098 82-5673
榛原地域事務所 88-9099 82-1301

下水道課【水道局内】

88-9114大宇陀地域市民課
88-9195
88-9187菟田野地域市民課
88-9188
88-9181室生地域市民課
88-9182

市中央公民館 88-9180 83-0551

82-5627

大宇陀分館 88-9180 83-0551
菟田野分館 88-9190 84-3521
榛原分館 82-3377 88-0374

水道局

【市役所】 【公共施設】

【地域事務所】

【公民館】

教育総務課 88-9191 84-3471
学校教育課 88-9192 84-3472
生涯学習課 88-9193 84-3473
文化財保存課 88-9108 87-2274

【教育委員会】

大宇陀地域
事務所

菟田野地域
事務所

室生地域
事務所

83-2251

84-2521

92-2001

82-2185
夜間緊急時は
こちらを利用

厚生保護課 88-9079 82-2221 室生分館 92-2496 92-2496
福祉課 88-9080 82-2236
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「
天
下
は
誰
に
」

信
長
亡
き
後
、
世
の
耳
目
は
こ
の

一
点
に
集
ま
っ
た
。
山
崎
・
賤
ヶ
岳

の
戦
い
を
制
し
、
織
田
家
諸
将
の
中

で
一
頭
地
を
抜
い
た
の
が
羽
柴
秀
吉

で
あ
る
。
口
さ
が
な
い
京
雀

き
ょ
う
す
ず
めの
間
で

は
、「

な
あ
、
次
の
天
下
様
は
誰
や
思

う
」「

そ
ら
、
羽
柴
は
ん
や
で
、
こ
の

前
も
柴
田
は
ん
に
勝
た
は
っ
た
し
な

あ
。
そ
う
言
う
た
ら
、
そ
の
戦い

く
さ

の
お

り
、
柴
田
は
ん
と
こ
か
ら
三
人
の
姫

さ
ん
助
け
た
ん
や
て
」

「
そ
う
そ
う
、
わ
て
も
聞
い
た
。

三
人
と
も
え
ら
い
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
ら

し
い
が
な
。
一
番
上
が
お
茶
々
様
、

真
ん
中
が
お
初
様
、
末
が
お
江
様
て

言
う
ん
や
」

「
あ
ん
た
、
そ
ん
な
こ
と
だ
け
は

よ
う
知
っ
と
ん
な
あ
」

「
ア
ホ
ぬ
か
せ
」

「
話
ち
ゃ
う
け
ど
、
ま
た
戦い

く
さ

が
は

じ
ま
る
言
う
て
え
ら
い
噂
や
」

「
え
、
ま
た
か
い
な
。
今
度
は
誰

と
誰
や
」

「
三
介
は
ん
が
羽
柴
は
ん
の
こ
と

嫌い
や

や
ね
て
」

「
な
ん
や
て
、
こ
の
前
ま
で
秀
吉

は
ん
、
秀
吉
は
ん
言
う
て
く
っ
つ
い

と
っ
た
ん
ち
ゃ
う
ん
か
い
な
」

「
今
は
徳
川
は
ん
が
え
え
ん
や
て
」

「
や
っ
ぱ
り
三
介
は
ん
の
す
る
こ

と
は
よ
う
分
か
ら
ん
わ
」

と
い
う
噂
話
が
あ
っ
た
と
か
。
な
か

っ
た
と
か
。

さ
て
、
そ
の
「
三
介
は
ん
」
で
あ

る
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
三

月
、
秀
吉
と
対
立
し
た
「
三
介
は
ん
」

こ
と
織
田
信
雄
は
、
徳
川
家
康
と
同

盟
を
結
び
挙
兵
す
る
。
こ
こ
に
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
と
呼
ば
れ
る
秀

吉
対
家
康
の
天
下
を
賭
け
た
大
戦

お
お
い
く
さ

が

は
じ
ま
る
。
戦い

く
さ

の
勝
敗
は
、
信
雄
・

家
康
方
の
戦
術
的
勝
利
、
秀
吉
方
の

戦
略
的
勝
利
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
個
々
の
戦
闘
に
お
い
て
は
、
信

雄
・
家
康
方
が
優
位
に
戦
い
を
進
め

て
い
た
。
し
か
し
、
秀
吉
は
信
雄
・

家
康
方
最
大
の
弱
点
を
巧
み
に
突

き
、
一
挙
に
戦
い
の
帰
趨

き

す

う

を
決
し
て

し
ま
う
。

そ
の
弱
点
と
は
、
他
で
も
な
い

「
織
田
信
雄
」
そ
の
人
で
あ
る
。
秀

吉
は
、
信
雄
の
領
国
で
あ
る
伊
賀
・

伊
勢
を
攻
略
し
、
信
雄
と
の
間
で
和

議
を
結
ん
だ
の
だ
。
戦い

く
さ

を
は
じ
め
た

大
将
が
、「
も
う
止
め
た
」
と
言
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
助
っ
人
で
あ
る

家
康
は
戦
う
大
義
名
分
を
失
い
兵
を

引
か
ざ
る
を
得
な
い
。
天
正
十
四
年

（
一
五
八
六
）
十
月
、
家
康
は
上
洛

し
、
大
坂
城
で
秀
吉
へ
の
臣
従
を
誓

う
。
こ
の
時
、
名
実
と
も
に
秀
吉
の

天
下
が
定
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
だ

が
、
家
康
を
完
全
に
屈
服
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
秀
吉

は
最
大
の
禍
根
を
残
し
た
こ
と
に
な

る
。
徳
川
幕
府
へ
の
道
は
こ
の
時
開

か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
戦
場
は
伊

勢
・
伊
賀
か
ら
尾
張
・
美
濃
に
か
け

て
の
広
範
囲
に
及
ん
だ
。
こ
と
に
、

信
雄
領
の
伊
賀
・
伊
勢
と
接
す
る
宇

陀
は
最
前
線
に
位
置
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
緊
迫
し
た
時
世
の
中

で
伊
藤
掃
部
助

か
も
ん
の
す
け

の
宇
陀
入
部
は
行
わ

れ
た
。
そ
の
重
要
性
は
推
し
て
知
る

べ
し
で
あ
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
伊
藤
掃
部

助
は
秀
長
の
大
和
入
国
以
前
、
大
和

国
の
「
取
次

と
り
つ
ぎ

」
を
努
め
て
い
た
の
で

あ
る
。「
取
次
」
と
は
、
豊
臣
政
権

内
の
公
的
な
職
制
で
あ
り
、
諸
大
名

へ
の
命
令
の
伝
達
、
服
属
の
促
進
、

後
見
な
ど
の
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ

る
。
豊
臣
政
権
初
期
の
大
和
政
策
の

中
核
を
担
っ
た
秀
吉
股
肱

こ

こ

う

の
臣
の
一

人
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
秀
吉
と
し

て
は
、
最
も
信
頼
す
る
実
弟
の
秀
長

を
大
和
国
に
配
し
、
大
和
国
を
熟
知

す
る
伊
藤
掃
部
助

に
宇
陀
郡
を
任
せ

る
こ
と
で
支
配
の

安
定
を
図
ろ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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